
平成１６年１月１５日(木) 午後１時30分
国分シビックセンター多目的ホール

   郷土玩具【鯛車・初鼓等】（隼人町）

   テクノポリスセンター（隼人町）



第 16回姶良中央地区合併協議会会議次第 
 

日時 平成 1６年 1月 15日（木）午後１時 30分から 

場所 国分シビックセンター多目的ホール 

１ 開 会 
２ 会長あいさつ 
３ 諸般の報告 
４ 議 事 
 （報告事項） 

  報告第１２号-４ 新市名称検討小委員会の協議の経過及び結果について 

（前回提案された事項） （第 15回資料） 

  協議第 31号 介護保険事業の取扱いについて（協定項目 22） 

  協議第 32号 児童福祉事業【児童福祉】の取扱いについて（協定項目 25-13-①） 

  協議第 33号 児童福祉事業【保育所】の取扱いについて（協定項目 25-13-②） 

  協議第 34号 その他の福祉事業【人権】の取扱いについて（協定項目 25-15-①） 

  協議第 35号 その他の福祉事業【養護老人ホーム】の取扱いについて 

（協定項目 25-15-②） 

  協議第 36号 その他の福祉事業【老人医療】の取扱いについて 

（協定項目 25-15-③） 

  協議第 37号 社会福祉協議会関係事業の取扱いについて（協定項目 25-24） 

５ 次回の協議事項について 

（提案説明） （第 16回資料） 

  協議第６号－２ 新市の名称について（協定項目３） 

６ その他(次回の会議日程等の連絡) 

７ 閉 会 
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諸 般 の 報 告（協議会の行事や事務局の動き）第 16回協議会 

期 日 内                容 備  考 

 12月 25日（木） 

第１５回協議会 13：30多目的ホール 

第６回新市名称検討小委員会 10：00公民館中会議室 

第１０回議会議員の定数及び任期検討小委員会 10：00多目的ホール 

税務分科会 15：00国分市 

総務班 
 

調整班 

 12月 26日（金） 農林水産専門部会 10：00横川町 調整班 

 1月 ７日（水） 
農林水産専門部会（耕地）９：00横川町 

農林水産専門部会（水産）14：00横川町 

建設専門部会（土木・都市計画）13：30国分市 

 
調整班 

  1月 ８日（木） 
第 1６回幹事会 13:30多目的ホール 

企画専門部会 15：00国分市 

総務班 
調整班 

  1月 9日（金） 
農林水産専門部会（林業）９：30横川町 

人事分科会 13：30国分市 

商工観光専門部会 13：30牧園町 

調整班 

  1月 13日（火） 
農林水産専門部会（農業）13：30横川町 

学校教育分科会 13：30隼人町 

福祉専門部会 13：30隼人町 

調整班 

 1月 14日（水） 
農林水産専門部会（農業）９：30横川町 

教育専門部会 14：00溝辺町 

企画分科会 13：30国分市 

調整班 

  1月 15日（木） 

第１６回協議会 13：30多目的ホール 

第７回新市名称検討小委員会 11：00公民館中会議室 

第１１回議会議員の定数及び任期検討小委員会 10：00多目的ホール 

社会体育分科会 13：30隼人町 

総務班 
 

調整班 

 

＜今後の予定＞ 

 1月 16日（金） 
消防防災分科会 14：00国分市  介護保険分科会 15：30国分市 

建設専門部会 13：00国分市   地域情報分科会 15：00霧島町 

公営企業専門部会（水道・下水道）13：30国分市 

 
調整班 

 1月 19日（月） 社会教育分科会 13：30溝辺町 調整班 
 1月 20日（火） 総務分科会 13：30国分市    健康専門部会 13：30国分市 調整班 
 1月 21日（水） 教育専門部会 14：00溝辺町 調整班 

 1月 22日（木） 
第 1７回幹事会 13:30多目的ホール 

企画専門部会 15：00国分市 

総務班 
調整班 

 1月 23日（金） 建設専門部会 13：30国分市 調整班 

 1月 27日（火） 
企画分科会 13：30国分市    幼稚園分科会 13：30牧園町 

総務専門部会 13：30横川町 
調整班 

 1月 28日（水） 教育専門部会 14：00溝辺町 調整班 
 1月 29日（木） 第１７回協議会 13：30多目的ホール 総務班 
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報告第１２号－４ 

 
 

新市名称検討小委員会の協議の経過及び結果について 

 
 第６回及び第７回の新市名称検討小委員会を開催したので、新市名称検討小委

員会設置規程第７条の規定に基づき、下記のとおり報告する。 

 
 平成 16年１月 15日提出 

 
姶良中央地区合併協議会 
新市名称検討小委員会 
委員長  林  麗  子 

 
 

記 

 
別紙、第６回新市名称検討小委員会協議報告書及び第７回新市名称検討小委員会

協議報告書のとおり 
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第６回新市名称検討小委員会協議報告書 

 
〇 開催日時 平成 15年 12月 25日（木）午前 10時～午前 11時 50分 
〇 開催場所 国分シビックセンター公民館中会議室 
〇 出席委員 小久保委員、諏訪委員、秋峯委員、延時委員、道祖瀬戸委員、 
       森山委員、山口委員、湯前委員、上村委員、新村委員、徳永委員、 

松山委員、狩集委員、児玉委員、林委員 
  欠席委員 砂田委員 
 
 
 
 平成１５年８月１２日に新市名称検討小委員会に付託された「新市の名称」につい

て、前回に引き続き慎重に協議した結果、「霧島市」、「南九州市」及び「きりしま市」

の 3 点を新市の名称候補として決定し、本日午後開催される第 15 回協議会に中間報
告することを確認した。 
 なお、新市名称候補の選定理由については、第 7回の当小委員会を開催のうえ整理
することとし、第 16回協議会に書面で報告することを確認した。 
 また、既存の市町名の取扱いについても委員の中から意見が出され、新市の名称の

後に付く大字名については、既存の市町名を残すべきであるとの意見が大半であった

ので、このことについても第 7回小委員会で意見集約を図ることを確認した。 
 
 以上、報告とします。 
 
   平成 16年１月 15日 
 
                      姶良中央地区合併協議会 
                      新市名称検討小委員会 
                      委員長 林 麗 子 
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第７回新市名称検討小委員会協議報告書 

 
〇 開催日時 平成 16年１月 15日（木）午前 11時～午前 11時 50分 
〇 開催場所 国分シビックセンター公民館中会議室 
〇 出席委員 小久保委員、秋峯委員、延時委員、道祖瀬戸委員、 
       森山委員、山口委員、湯前委員、上村委員、新村委員、徳永委員 

松山委員、狩集委員、砂田委員、児玉委員、林委員 
  欠席委員 諏訪委員 
 
 
 
 12月 25日開催の第 15回協議会に報告した新市名称候補 3点について再度確認を
行い、選定理由について整理することとした。その結果、別紙の「新市名称候補一覧

表」のとおりとし、書面で第 16回協議会に報告することを決定した。 
 また、第 6回の当小委員会で意見のあった「既存の市町名の取扱い」について協議
を行った結果、新市の名称の後に付く大字名の取扱いについては、「協定項目 19 町
名・字名の取扱い」で審議・協議されることになっていることから、当委員会として

は「既存の市町名は、地域住民にとって愛郷心を育み、連帯感を醸成する礎となって

いると同時に、長い年月を経て培われてきたその地域の歴史・文化の総称ともいえる

ことから、地域住民の意向を十分尊重し、既存の市町名を残すことを基本に調整され

るよう要望する。」ことに意見の一致をみたので、あわせて第 16回協議会に報告する
ことを決定した。 
 
 
 以上、報告とします。 
 
   平成 16年１月 15日 
 
                      姶良中央地区合併協議会 
                      新市名称検討小委員会 
                      委員長 林 麗 子 
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別紙 

新市名称候補一覧表 
 

整理番号 
よみがな 
名  称 

選 定 理 由 応募数 

１ 
き り し ま し 

霧 島 市 

〇 霧島は、日本で最初の国立公園指定の地域で

あり、美しい自然や温泉、天孫降臨の神話など

全国的に観光地としての知名度が高い。 
〇 姶良中央地区は、雄大な霧島連山のふところ

に抱かれ育まれた地域であり、新市名称として

イメージしやすい。 
〇 地域内外からの名称応募件数が最も多く、親

しみやすい名称である。 

９３５ 

２ 
みなみきゅうしゅうし 

南 九 州 市 

〇 姶良中央地区は、南九州鹿児島県の中央に位

置し、地理的にも未来都市として発展性をイメ

ージさせる。 
〇 新生都市として国内外に広くアピールするた

めに、ふさわしい名称である。 
〇 名称応募件数も２番目に多く、新鮮さがあり

覚えやすく、地域の一体性を醸成しやすい。 
 

３０９ 

３ 
き り し ま し 

きりしま市 

〇 「霧島市」と同様の選定理由に加えて、漢字

の「霧島」を、ひらがな表記することで優しさ

とやわらかさを感じさせる。 
〇 難しい漢字よりも、ひらがな表記の方が、誰

でも書きやすく覚えやすい。 
〇 ひらがな表記で新しいイメージがあり、年代

を超えて親しめる名称である。 
 

１４２ 
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協議第６号－２ 
 

 
新市の名称について（協定項目３） 

 
 

新市の名称は、「霧島市」、「南九州市」及び「きりしま市」のいずれかとする

ことについて協議を求める。 
 

 
 新市の名称は、「         市」とする。 

   
 
平成１６年１月２９日提出 

 
 
                    姶良中央地区合併協議会 

                                   会 長  鶴 丸 明 人 
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姶良中央地区合併協議会の調整内容 
協 定 項 目 ３ 新市の名称 
調整の内容 新市の名称は、「      市」とする。 

 
新市名称検討小委員会の審議状況 

会議回数 開催年月日 協議項目 内   容 

第 1回小委員会 平成 15年 8月 12日 

 役員選出 
１ 小委員会の役割について 

２ 新市名称候補の選定方法について 

３ 新市名称選定基準について 

４ 新市名称の公募実施等について 

５ 新市名称募集要項について 

６ 小委員会の審議スケジュールについて 

７ 新市名称検討スケジュールについて 

８ 他の協議会の事例研究について 

・ 委員長に林 麗子委員、副委員長に小久保明和委員を選出する。 
・ 新市名称候補の選定方法、選定基準、公募実施等及び募集要項の案に

ついて協議を行った。特に「既存の市町名の取扱い」については慎重

に審議する必要があることから、次回の会議で決定することを確認し

た。 
・ 小委員会の審議スケジュール及び新市名称検討スケジュールについ

ては原案どおり決定した。 
・ 第 2回小委員会を８月 28日午前 10時から開催することを決定した。 

第 2回小委員会 平成 15年 8月 28日 

１ 新市名称候補の選定方法について 

２ 新市名称選定基準について 

３ 新市名称の公募実施等について 

４ 新市名称募集要項について 

・ 新市の名称については、既存の市町の名称を含め公募することとし、

小委員会では公募結果に基づき新市名称候補３点程度を選定し、協議

会に報告することを確認した。 
・ 名称公募期間は、９月 16日から 10月 31までとすることを決定した。 
・ 第 3回小委員会を 11月 13日午前 10時から開催することを決定した。 
          〇応募総数  〇年齢別応募状況 
 応募総数 3,887  19歳以下 1,628  
 有効件数 3,690  20～29歳 236  
 無効件数 197  30～39歳 235  
    40～49歳 334  
 〇応募方法別件数   50～59歳 465  
 応募用紙 3,601  60～69歳 409  
 はがき・封筒 189  70歳以上 439  
 FAX 28  不明 141  
 メール 69     
 計 3,887     
       
 〇応募名称種類      
 応募名称種類 1,176     

第３回小委員会 平成 15年 11月 13日 

１ 新市名称応募状況の集計結果について 

２ 新市名称候補の選定方法について 

３ 新市名称選定基準について 

４ 新市名称検討スケジュールについて 

５ 協議会への報告等について 
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会議回数 開催年月日 協議項目 内  容 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇地区別応募件数 
姶良中央地区 3,543 

国分市 1,127 
溝辺町 256 
横川町 247 
霧島町 475 
牧園町 701 
隼人町 517 
福山町 220 

鹿児島県（姶良中央地区を除く） 200 
他都道府県計 115 

北海道・東北 ８ 
関東 30 
北陸・信越 ９ 
東海 11 
近畿 ４ 
四国 ２ 
九州（鹿児島県を除く） 51 

国外 １ 
住所不明 28 

合  計 3,887 
・第 4回小委員会を 11月 25日午前 10時から開催することを決定した。 

第 4回小委員会 平成 15年 11月 25日 １ 新市名称候補（10 点程度）絞込み作業につ
いて 

・ 新市名称として応募のあった 1,176種類の名称の中から、新市名称選
定基準に基づき、新市名称候補として、まず 10点程度に絞り込むこ
とを確認し、協議を進めることにした。 

・ はじめに、応募総数 3,887 件のうち無効となったもの 197 件につい
て無効事由別に整理し、確認を行った。特に無効事由の中で国内の既

存の市名と表記・よみが同じもの（国分市を除く。）が 92 件と最も
多く、その内訳は漢字・かな表記を合わせて、舞鶴市が 40件、桜市
16件、南国市 9件、瑞穂市 9件、などとなっている。 

・ 次に前回の小委員会において確認し、有効となったものの総数 3,690
件、1,176種類について、その名称を付けた理由、得票数などを参考- 9 -



にしながら、10 点程度に絞り込む具体的な手法について協議を行っ
た。 

・ 名称の種類が 1,176種類と非常に多いことから、まず第１次の絞 
込み作業として、ある一定以上の得票数の上位と、あわせて応募名

称全体の中から各委員がそれぞれ数点を選び出し、それを集計する

ことに決定した。 
・ その作業の結果、16 種類の新市名称候補が選定されたので、さらに
１0点に絞り込むため慎重に審議・協議した結果、小委員会全員の一
致をもって次の名称１0 点を新市名称候補として中間報告すること
を決定した。 

番号 名称 よみがな 選定基準番号 得票数 
１ 霧島市 きりしまし １ ３ ６ 935 
２ 南九州市 みなみきゅうしゅうし ５ ６ ７ 309 
３ 国分市 こくぶし １ ３ ６ 175 
４ きりしま市 きりしまし ３ ５ ６ 142 
５ 天降市 あもりし ３ ４ ５ 58 
６ 姶良中央市 あいらちゅうおうし ２ ４ ５ 43 
７ 姶良市 あいらし １ ３ ６ 35 
８ 隼人市 はやとし １ ３ ６ 31 
９ 溝辺市 みぞべし １ ３ ６ 28 
１0 東鹿児島市 ひがしかごしまし １ ４ ６ 11 
・ 第 5回小委員会を 12月 11日に、第 6回小委員会を 12月 25日にそ

れぞれ午前 10時から開催することに決定した。 

第 5回小委員会 平成 15年 12月 11日 

１ 報告第 12 号－3 新市名称検討小委員会の
協議の経過及び結果について 
２ 新市名称候補（3点程度）絞込み作業につい
て 

・ 11 月 25 日開催の第 4 回小委員会で協議した内容について確認を行
い、同日午後に開催の第 14 回協議会への委員長報告「報告第 12 号
－3 新市名称検討小委員会の協議の経過及び結果について」のまと
めを行った。新市名称候補として絞り込んだ 10点を中間報告として
報告することとし、協議スケジュールに基づき、更に 3 点程度に絞
込み 1月 15日開催の第 16回協議会に最終報告することを確認した。 

・ 10点から 3点への絞込み作業については、本日に引き続き次回の会
議でも協議することとする。本日の会議は、新市名称候補の選定基準

に基づき、各委員から新市名称候補についての考え方や意見等を発表

してもらい、それを整理することにより小委員会としての統一した考

え方の基に協議を進めることを確認した。その結果、本日の会議では

「霧島市」、「南九州市」、「きりしま市」、「姶良中央市」の 4 点を新
市名称候補とすることを確認し、さらに第 6 回小委員会において絞
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込み作業を協議し意見集約を行うことを確認した。 

第 6回小委員会 平成 15年 12月 25日 １ 新市名称候補（3点程度）絞込み作業につい
て 

・ 平成 15年 8月 12日に新市名称検討小委員会に付託された「新市の
名称候補」について、第 5 回小委員会に引き続き慎重に協議した結
果、「霧島市」、「南九州市」及び「きりしま市」の 3点を新市の名称
候補として決定し、本日、午後開催される第 15回協議会に中間報告
することを確認した。 

・ 新市名称候補の選定理由については、第 7回の小委員会を 1月 15日
に開催し整理することとし、第 16回協議会に書面で報告することを
決定した。 

・ 既存の市町名の取り扱いについても委員の中から意見が出され、新市

の名称の後につく大字名については、既存の市町名を残すべきである

との意見が多数であったので、このことについても第 7 回小委員会
で意見集約を図ることを確認した。 

第 7回小委員会 平成 16年 1月 15日 １ 新市名称候補（3点）絞込み作業のまとめに
ついて 

・ 12月 25日開催の第 15回協議会に報告した新市名称 3点について再
度確認を行い、選定理由について整理することとし、書面で第 16回
協議会に報告することを決定した。 

・ 第 6 回の小委員会で意見のあった「既存の市町名の取扱い」につい
て協議を行った結果、新市の名称の後につく大字名の取り扱いについ

ては、｢協定項目 19 町名・字名の取扱い｣で審議・協議されること
になっていることから、小委員会としては「既存の市町名は、地域住

民にとって愛郷心を育み、連帯感を醸成する礎となっていると同時

に、長い年月を経て培われてきたその地域の歴史・文化の総称ともい

えることから、地域住民の意向を十分尊重し、既存の市町名を残すこ

とを基本に調整されるよう要望する。」ことに意見の一致をみたので、

あわせて第 16回協議会に報告することを決定した。 
 

- 11 -


